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人
権
委
設
置
法
案
、
国
会
上
程
阻
止
の
成
果

全
国
人
権
連
・
事
務
局
長　

新
井　

直
樹

言
を
し
た
が
、
参
加
10
数
名

の
大
勢
は
反
対
の
意
思
を
表

し
、
近
く
柴
山
部
会
長
ら
が

政
調
会
長
に
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
城
内
実
議
員
ブ
ロ

グ
に
よ
れ
ば
、
一
部
の
議
員

　

法
務
部
会
は
、
現
時
点
で

法
案
が
出
て
い
な
い
も
の

の
、
骨
子
に
基
づ
い
た
法
案

化
作
業
が
終
了
し
て
い
る
と

の
説
明
を
受
け
、
改
め
て
部

会
と
し
て
採
決
を
取
っ
た
。

参
加
議
員
１
名
が
推
進
の
発

　

時
事
通
信
に
よ
る
と
政
府

・
民
主
党
は
５
月
29
日
、
法

務
省
の
外
局
と
し
て
人
権
救

済
機
関
「
人
権
委
員
会
」
を

設
置
す
る
法
案
の
今
国
会
提

出
を
見
送
る
方
針
を
固
め
た

と
い
う
。
自
民
党
を
中
心
に

「
人
権
委
が
強
力
な
権
限
を

持
つ
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
異

論
が
あ
る
上
、
今
国
会
は
各

種
法
案
の
処
理
が
停
滞
し
、

日
程
が
窮
屈
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
影
響
し
た
と
。

　

さ
ら
に
法
務
省
の
政
務
三

役
の
一
人
は
29
日
、
人
権
委

設
置
法
案
に
つ
い
て
「
自
民

党
保
守
派
の
反
発
が
強
い
」

と
指
摘
。
民
主
党
国
対
幹
部

も
「
６
月
21
日
の
会
期
末
が

近
づ
い
た
こ
の
時
期
の
新
法

案
提
出
は
無
理
だ
」
と
語
っ

た
、
と
さ
れ
る
。　

 

　

一
方
野
田
首
相
は
４
日
、

消
費
増
税
審
議
加
速
の
た
め

内
閣
を
改
造
。
法
務
相
は
滝

実
氏
が
昇
格
。
高
齢
で
引
退

を
表
明
し
て
い
た
の
だ
が
。

　

去
る
５
月
24
日
、
自
民
党

本
部
で
「
人
権
救
済
に
関
す

る
最
近
の
政
府
・
与
党
の
動

向
に
つ
い
て
」
法
務
部
会
が

開
か
れ
、
人
権
委
設
置
法
案

反
対
の
決
議
を
し
た
。

　

席
上
法
務
省
は
現
状
に
つ

い
て
、
①
骨
子
案
は
民
主
党

内
で
了
承
さ
れ
た
、
②
閣
議

決
定
の
前
段
階
で
あ
る
各
省

協
議
は
概
ね
終
了
し
て
い

る
、
③
内
閣
法
制
局
で
の
条

文
審
査
も
概
ね
終
了
、
④
民

主
党
内
の
審
査
が
終
わ
っ
て

い
な
い
。
あ
と
は
、
条
文
等

の
修
正
作
業
が
残
っ
て
い
る

だ
け
の
段
階
で
あ
り
、
出
て

く
る
と
な
れ
ば
ほ
ぼ
骨
子
通

り
の
法
案
に
な
る
と
説
明
。

　

会
議
の
中
で
は
、
５
月
の

連
休
期
間
中
に
「
産
経
新

聞
」
が
「
提
出
見
送
り
へ
」

と
報
道
し
た
後
、
民
主
党
前

原
政
調
会
長
が
野
田
総
理
に

直
談
判
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
持
っ
て
成
立
を
目
指
す

よ
う
働
き
か
け
た
こ
と
も
複

数
の
議
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

「
記
憶
に
な
い
」「
承
知
し

て
い
な
い
」
と
い
う
ば
か

り
。
し
か
も
、
答
弁
内
容
が

二
転
三
転
す
る
な
ど
一
部
不

誠
実
な
も
の
も
あ
っ
た
。
法

務
省
へ
の
陳
情
・
要
望
に
つ

い
て
は
、
次
回
法
務
部
会
に

法
務
省
か
ら
資
料
提
出
を
す

る
よ
う
部
会
と
し
て
強
く
要

求
し
た
と
。
ま
た
民
主
党

は
、
人
権
委
員
会
を
「
八
条

委
員
会
」（
審
議
会
形
式
の

大
臣
諮
問
機
関
。
政
府
か
ら

独
立
し
て
い
な
い
）
と
す
る

と
か
、
あ
い
ま
い
な
人
権
侵

害
の
定
義
を
厳
格
化
す
る
と

か
、
反
対
派
を
宥
め
る
よ
う

な
修
正
を
施
し
た
う
え
で
、

な
お
提
出
を
図
っ
て
い
る
よ

う
だ
、
と
も
い
う
。

か
ら
「
ど
う
い
っ
た
（
推
進

派
の
）
団
体
か
ら
陳
情
・
要

望
を
受
け
て
い
る
か
」「
最

近
、
本
件
に
つ
い
て
動
き
は

あ
る
か
」
等
と
い
っ
た
質
問

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
法
務
省
の
答
弁
は
、

　

一
方
自
民
党
は
２
０
１
２

年
４
月
９
日
に
生
活
保
護
制

度
に
関
す
る
政
策
を
発
表
し

た
。
そ
こ
で
は
、
①
生
活
保

護
給
付
水
準
の
10
％
引
き
下

げ
、
②
自
治
体
に
よ
る
医
療

機
関
の
指
定
、
重
複
処
方
の

厳
格
な
チ
ェ
ッ
ク
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
の
使
用
義
務
の
法

制
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の

抑
制
、
③
食
費
や
被
服
費
な

ど
の
生
活
扶
助
、
住
宅
扶

助
、
教
育
扶
助
等
の
現
物
給

付
化
、
④
稼
働
層
を
対
象
と

し
た
生
活
保
護
期
間
「
有
期

制
」
の
導
入
な
ど
が
並
び
、

憲
法
25
条
に
基
づ
き
、
住
民

の
生
存
権
を
保
障
す
る
最
後

の
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

生
活
保
護
制
度
を
確
立
す
る
と
い
う

視
点
を
全
く
欠
い
た
、
財
政
抑
制
の

み
が
先
行
し
た
施
策
と
な
っ
て
い

る
。

　

か
つ
て
、
小
泉
政
権
下
に
お
い
て

は
、
毎
年
２
２
０
０
億
円
社
会
保
障

す
る
こ
と
な
く
、
法
改
正
を
行
う
と

い
う
こ
と
自
体
が
乱
暴
極
ま
り
な

い
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
者
の
中
に
は
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
虐
待
経
験
者
も
少
な

く
な
く
、「
無
縁
社
会
」
と
も
言
わ

れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
家
族
と

の
関
係
が
希
薄
化
・
悪
化
・
断
絶
し

て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
今

年
１
月
に
判
明
し
た
札
幌
市
白
石
区

の
姉
妹
「
孤
立
死
」
で
は
、
姉
が
生

活
保
護
の
相
談
の
た
め
に
市
の
窓
口

を
３
度
も
訪
問
し
て
い
た
の
に
、
申

請
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
悲
劇
で
あ
る
。

　

か
か
る
点
を
直
視
す
る
こ
と
な
く

法
改
正
を
行
え
ば
、
た
だ
で
さ
え
利

用
し
に
く
い
生
活
保
護
制
度
が
ほ
と

ん
ど
利
用
で
き
な
く
な
り
、「
餓
死
」

「
孤
立
死
」
な
ど
の
深
刻
な
事
態
を

招
く
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

小
宮
山
大
臣
は
、
国
民
の
生
活
保

障
に
責
任
を
も
つ
厚
生
労
働
大
臣
と

し
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
冷
静
な

対
応
を
呼
び
か
け
る
べ
き
で
あ
り
、

軽
率
に
も
理
不
尽
な
法
改
正
に
ま
で

言
及
し
た
が
強
く
撤
回
を
求
め
る
。

費
を
削
減
す
る
な
ど
の
徹
底
し
た
給

付
抑
制
策
を
推
進
し
、
そ
の
行
き
つ

く
先
が
、「
保
護
行
政
の
優
等
生
」

「
厚
生
労
働
省
の
直
轄
地
」
と
言
わ

れ
た
北
九
州
市
に
お
け
る
３
年
連
続

の
餓
死
事
件
の
発
生
で
あ
っ
た
。
自

民
党
の
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
政

策
に
は
、
こ
う
し
た
施
策
が
日
本
の

貧
困
を
拡
大
さ
せ
た
と
し
て
強
い
批

判
を
招
き
、
政
権
交
代
に
結
び
つ
い

た
こ
と
に
対
す
る
反
省
の
か
け
ら
も

見
ら
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
自
民
党
の
生
活
保
護
に
関
す
る

政
策
に
つ
い
て
、
現
政
権
の
野
田
首

相
が
「
４
か
３
・
５
く
ら
い
は
同

じ
」
と
述
べ
、
小
宮
山
大
臣
が
「
自

民
党
の
提
起
も
踏
ま
え
て
、
ど
う
引

き
下
げ
て
い
く
の
か
議
論
し
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
、
貧
困
の
深
刻
化
の
中

で
、
こ
の
国
の
最
低
生
活
水
準
を
ど

う
底
上
げ
し
て
い
く
の
か
と
い
う
姿

勢
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
今
回
の
タ

レ
ン
ト
の
例
外
的
な
事
例
を
契
機

に
、
制
度
の
本
来
的
在
り
方
を
検
討

１
面
の
続
き

上
司
に
相
談
、
結
果
、「
解

同
」
高
知
市
協
の
議
長
と
事

務
局
長
に
報
告
し
た
こ
と
か

ら
、
問
題
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
知
市
は
、
こ
の
古
地
図

を
そ
の
ま
ま
使
お
う
と
し
た

も
の
で
も
、
使
っ
た
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

「
解
同
」
高
知
市
協
は
、
28

年
前
に
問
題
に
な
っ
た
の

に
、
高
知
市
に
は
そ
の
「
歴

史
的
事
実
が
継
承
さ
れ
ず
、

一
切
引
き
継
が
れ
て
い
な
い

こ
と
を
問
題
に
し
た
」（
高

知
市
協
ニ
ュ
ー
ス
）
と
い
う

　

古
地
図
問
題
知
ら
な
い
と

「
解
同
」
90
人
が
高
知
市
幹
部
６
人
を
問
題
に

高
知
県
地
域
人
権
運
動
連
合
会
事
務
局
長　

西
村
導
郎

　

「
解
同
」
高
知
市
協
は
３

月
２
日
午
後
６
時
か
ら
、
高

知
市
の
市
史
編
纂
（
へ
ん
さ

ん
）
を
め
ぐ
り
、「
市
管
理

職
の
人
権
感
覚
を
問
う
と
と

も
に
、
過
去
の
歴
史
的
事
実

や
人
権
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る

差
別
事
件
が
起
こ
っ
た
」

（
３
月
20
日
付
解
放
新
聞
高

知
市
協
ニ
ュ
ー
ス
）
と
し

て
、
吉
岡
章
副
市
長
、
中
澤

慎
二
総
務
部
長
、
森
岡
恵
介

市
民
協
働
部
長
ら
６
人
を

「
解
同
」
高
知
市
協
の
事
務

所
に
呼
び
つ
け
、「
解
同
」

高
知
市
協
員
90
人
が
参
加
す

る
「
話
し
合
い
」
を
強
行
し

ま
し
た
。

　

高
知
市
は
、
江
戸
時
代
か

ら
平
成
に
い
た
る
高
知
市
の

発
展
の
変
遷
が
分
か
る
「
描

か
れ
た
高
知
市　

高
知
市
史

絵
図
地
図
編
」
を
編
纂
。
そ

の
過
程
で
担
当
者
が
古
地
図

（「
週
刊
朝
日
百
科
」。
朝
日

新
聞
発
行
）
に
高
知
城
下
の

某
地
域
を
「
○
○
ム
ラ
」

（
○
○
は
封
建
時
代
の
賎
民

身
分
を
示
す
言
葉
）
と
表
記

さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、

も
の
。
高
知
市
の
担
当
者
が

報
告
に
行
っ
た
時
、「
解

同
」
高
知
市
協
は
「
28
年
前

に
同
様
の
問
題
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
」
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
よ
し
と
せ
ず
、

「
解
同
」
高
知
市
協
員
90
人

が
参
加
す
る
「
話
し
合
い
」

ま
で
行
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
古
地
図
問
題
は
１
９

８
４
年
（
昭
和
59
年
）
に

「
解
同
」
高
知
市
協
が
取
り

上
げ
、
大
糾
弾
会
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
全
解
連
（
現
人

権
連
は
朝
日
新
聞
社
に
出
向

き
問
題
点
を
指
摘
し
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

　

「
解
同
」
高
知
市
協
ニ
ュ

ー
ス
は
３
月
２
日
の
「
話
し

合
い
」
の
場
で
高
知
市
幹
部

が
「
そ
れ
ぞ
れ
反
省
の
弁
と

今
後
に
つ
い
て
述
べ
た
」
と

報
道
し
て
い
ま
す
。

　

岡
崎
誠
也
市
長
も
、
３
月

３
日
の
「
解
同
」
高
知
市
協

の
全
水
90
周
年
記
念
集
会
の

来
賓
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
今

回
は
大
変
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
か
け
た
。
当
時
の
横
山
市

長
が
直
接
、
朝
日
新
聞
に
抗

議
し
た
内
容
等
も
踏
ま
え
、

庁
議
で
も
徹
底
し
、
今
後
の

人
権
尊
重
の
研
修
で
も
、
若

い
職
員
に
大
切
に
伝
え
て
い

く
」（「
解
同
」
市
協
ニ
ュ
ー

ス
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
自
ら
の
人
権
感
覚

ま
で
否
定
す
る
の
か
！

　

こ
の
報
道
が
事
実
だ
と
し

た
ら
、
何
と
卑
屈
な
市
長
や

市
幹
部
の
「
解
同
」
高
知
市

協
へ
の
対
応
で
し
ょ
う
か
。

28
年
も
前
の
古
地
図
問
題
。

例
え
ば
市
役
所
の
担
当
課
に

問
え
ば
、
内
容
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
は
必
要

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
28
年
も
の
歳
月
が
流
れ

て
お
り
、
知
ら
な
い
職
員
が

多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
は
当
然
で
す
。
そ

れ
を
問
題
･
非
難
の
対
象
に

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
職
員
は
市
民
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
り
、
市
長
や
幹
部

職
員
は
そ
の
こ
と
を
先
頭
に

立
っ
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
常
識
や

人
権
感
覚
を
十
分
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
幹
部
に

抜
て
き
さ
れ
、
そ
の
任
を
務

め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
の
幹
部
職
員
が
、「
解

同
」
に
対
し
て
だ
け
は
「
配

慮
に
欠
い
た
」「
人
権
問
題

に
対
す
る
認
識
の
低
さ
を
心

か
ら
反
省
」「
私
自
身
の
人

権
・
同
和
問
題
に
対
す
認
識

の
甘
さ
を
痛
感
」
す
る
な
ど

と
、
自
ら
の
人
権
感
覚
ま
で

否
定
、
謝
罪
す
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
明
ら
か

に
、「
市
管
理
職
の
人
権
感

覚
を
問
う
」
と
い
う
「
解

同
」
高
知
市
協
に
呼
応
し

た
、
い
つ
も
の
卑
屈
な
態
度

で
す
。

　

「
事
な
か
れ
主
義
」
で

は
、
今
後
も
類
似
し
た
対
応

が
発
生
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
こ
ん
な
態
度
で
市
民

全
体
の
人
権
行
政
を
担
当
す

る
に
は
「
問
題
あ
り
」
と
言

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、「
人
権
団
体
」
を

標
榜
す
る
「
解
同
」
高
知
市

協
は
、
穏
や
か
な
話
し
合
い

で
解
決
で
き
た
も
の
を
、
わ

ざ
わ
ざ
市
の
幹
部
６
人
を
高

知
市
協
の
事
務
所
に
呼
び
つ

け
、「
市
管
理
職
の
人
権
感

覚
」
ま
で
平
然
と
問
題
に

し
、「
解
同
」
高
知
市
協
員

90
人
を
動
員
し
た
」
話
し
合

い
な
る
も
の
を
強
行
す
る
必

要
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
相
変
わ
ら
ず
の
「
解

同
」
高
知
市
協
の
人
権
感
覚

で
あ
り
暴
力
的
な
「
糾
弾
」

体
質
で
す
。


